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　木彫家・髙橋貞夫さん（大黒町）の木彫作品「天
てん

目
もく

樹
じゅ

影
えい

」が、東京都美術館で開
催された国内有数の全国公募展「第57回日本現代工芸美術展」で、出品されたさ
まざまな工芸作品586点の中から最高賞の内閣総理大臣賞に選ばれ、４月18日
に授賞式がありました。
　作品は、黒い漆の板に金箔で雲を、色漆で湖を、木彫で木々や吹き抜ける風
を表現。髙橋さん独自の技法「彫

ちょうさい

彩」によるもので、初の試みとして木彫を小さ
くして余白の美を追求しました。
　髙橋さんは「長年苦労もあったが、その経験と今回の新たな試みが認められた」
と受賞を喜び、「今後も地域の芸術文化振興や後継者育成に力を尽くせれば」と
話しました。

主
な
内
容

市内在住 木彫家・髙橋貞夫さん
日本現代工芸美術展 最高賞

文化庁・宮田亮平長官（写真右）に
作品の説明をする髙橋さん

❷　大町市長選挙
❻　教職員の働き方改革
❽　中学生までの福祉医療が

現物給付方式に
❾　自治会加入促進強調月間

�　６月１日～７日は水道週間
�　31年４月採用　大町市職員募集
�　おすすめ観光情報
�　生涯学習
�　情報ステーション
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投
票
権
は
18
歳
以
上

　
若
者
の
意
見
や
考
え
を
政
治
に

届
き
や
す
く
す
る
た
め
、
公
職
選

挙
法
が
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢

が「
20
歳
以
上
」か
ら「
18
歳
以
上
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
有
権

者
全
員
が
政
治
や
選
挙
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
大
切
な
一
票

を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、
平
成
12
年
７
月
２
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
30
年
３
月
23
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
大
町
市
に
お
住
ま
い

で
、
大
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
市
外
に

転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券

　
「
投
票
所
入
場
券
」は
告
示
日
の

６
月
24
日（
日
）か
ら
郵
送
し
ま
す
。

全
世
帯
へ
の
配
達
が
終
了
す
る
ま

で
に
は
数
日
間
必
要
と
な
る
た
め
、

期
日
前
投
票
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

に
お
手
元
に
届
か
な
い
世
帯
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
旨
を
投
票
所
の
受
付
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。（
入
場
券
の
紛

失
や
破
損
の
場
合
も
同
様
で
す
）

　
入
場
券
は
、
は
が
き
型
で
最
高

４
人
ま
で
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
が
５
人
以
上
の
場
合
は
、

は
が
き
が
複
数
枚
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
投
票
所
に

出
掛
け
る
際
は
、
ご
自
身
の
部
分

を
切
り
取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
事
務
処
置
後
の
６
月
８
日
以
降

に
市
内
で
転
居
し
た
人
や
、
そ
れ

以
前
に
転
居
し
て
も
住
民
基
本
台

帳
の
異
動
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
５
ペ
ー
ジ
に
投
票
所
の
一
覧
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

入
場
券
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
時
間

　
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
７

時
～
午
後
８
時
で
す
。
た
だ
し
、

第
20
～
23
投
票
所（
八
坂
・
美
麻

の
各
投
票
所
）は
午
後
７
時
ま
で

で
す
。

投
票
の
際
の
文
字
は
、

は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
ょ
う

　
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
名
を
、

は
っ
き
り
と
分
か
る
よ
う
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

投
票
所
へ
の
子
ど
も
の

同
伴
が
可
能
で
す

　
投
票
に
来
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
で

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
と
と
も

に
、
投
票
所
へ
入
る
こ
と
が
で
き

る
子
ど
も
の
範
囲
が
幼
児
か
ら
18

歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

大
町
市
長
選
挙

告
示 
６
月
24
日
日　
投
票
日 

７
月
１
日
日

　
７
月
１
日（
日
）に
大
町
市
長
選
挙
を
行
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
り
が
深

い
最
も
身
近
な
選
挙
で
す
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
の
市
政
の
担
い
手
を
決
め
る
た
め
、
候
補
者
の
政
見
を

よ
く
聞
い
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
市
選
挙
管
理
委
員
会　
℡
市
内
線
５
８
７
・
５
１
８
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市
選
挙
管
理
委
員
会（
以
下
：

市
選
管
）で
は
、
選
挙
に
行
く
た

め
の
交
通
手
段
の
確
保
と
投
票
率

向
上
を
目
的
と
し
て
、
期
日
前
投

票
を
す
る
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス

「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
有
権

者
な
ど
に
、
乗
車
券
２
回（
往
復
）

分
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

期
日
前
投
票
を
す
る
た
め
に

「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
有
権

者
お
よ
び
障
が
い
が
あ
る
有
権
者

を
介
護
す
る
人
が
対
象
で
す
。
障

が
い
が
あ
る
有
権
者
を
介
護
す
る

人
と
は
、「
ふ
れ
あ
い
号
」の
障
害

者
割
引
料
金
が
適
用
さ
れ
る
介
護

者
で
す
。

交
付
場
所

　
市
役
所
東
庁
舎
、
市
八
坂
支
所
、

市
美
麻
支
所
の
期
日
前
投
票
所
の

受
付
で
交
付
し
ま
す
。

交
付
期
間

　
期
日
前
投
票
の
期
間
中

期
日
前
投
票
の
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
人
に
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

乗車券の受け取り方と利用方法
2 乗車証明書を受け取る

4 期日前投票をする

「乗車証明書」と「乗車券」の見本

1 期日前投票を申し出る

3 乗車券を受け取る

5 バスを利用する

運転手に期日前投票をすることを口頭で
申し出ます。

期日前投票所の受付で、「乗車証明書」と
「乗車券」を交換します。乗車券２回（往
復）分をお渡しします。

投票後、「乗車券」を使ってバスを利用し
ます。乗車券は有効期限がありませんの
で、いつでも利用することができます。 ※高校生のバス回数券は100円です。

「乗車証明書」を受け取ります。
このときは運賃を支払います。
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期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
仕
事
、
学
業
、
地
域
の
行
事
な

ど
で
都
合
が
悪
い
人

▽
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な

ど
で
外
出
す
る
人

▽
病
気
な
ど
の
た
め
に
歩
行
が
困

難
な
人

▽
天
災
に
よ
り
投
票
所
に
到
達
す

る
こ
と
が
困
難
な
人

期
日
前
投
票
所
の
設
置
場
所

　
期
日
前
投
票
所
を
、
市
役
所
東

庁
舎
、
市
八
坂
支
所
、
市
美
麻
支

所
に
設
置
し
ま
す
。
投
票
が
で
き

る
期
間
と
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
市
役
所
東
庁
舎
】

■
日
時　
６
月
25
日（
月
）～
30
日

（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時■
会
場　
東
庁
舎　
２
階　
東
中

会
議
室

※
土
曜
日
お
よ
び
午
後
５
時
15
分

以
降
は
、
東
庁
舎
１
階
入
り
口
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　
投
票
所
入
場
券

【
市
八
坂
支
所
、
市
美
麻
支
所
】

■
日
時　
６
月
26
日（
火
）～
30
日

（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時■
持
ち
物　
投
票
所
入
場
券

不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

①
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に

入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人

（
施
設
で
の
不
在
者
投
票
）

　
大
町
総
合
病
院
、
鹿
島
荘
、
カ

ト
レ
ヤ
、
れ
ん
げ
荘
、
虹
の
家
な

ど
、
長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
不
在
者
投
票
施
設
に
入

院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人
が
対

象
で
す
。
市
外
の
指
定
施
設
に
入

院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人
も
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
施
設
の
不
在
者
投

票
管
理
者
に
本
人
が
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
市
選
管
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
大
町
市

を
離
れ
て
い
る
人

（
遠
隔
地
で
の
不
在
者
投
票
）

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
大
町
市
に
戻
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先（
最

寄
り
）の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
用
紙
な
ど
の
送
付
や
返
送

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
請
求
は

お
早
め
に
市
選
管
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

③
歩
行
な
ど
が
困
難
で
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

（
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
）

　
傷
病
の
種
類
や
障
が
い
の
程
度

に
よ
っ
て
投
票
に
行
く
こ
と
が
困

難
な
人
は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
で

き
る「
郵
便
等
投
票
制
度
」が
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
該
当

す
る
人
が
投
票
用
紙
へ
の
記
載
が

困
難
な
場
合
な
ど
は
、「
代
理
記

載
制
度
」も
利
用
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
の
制
度
も
事
前
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
市
選
管

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
等
投
票
請
求
手
続
き
は
、

６
月
27
日（
水
）ま
で
で
す
。

代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
た
め
投
票
用
紙

に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
投
票
管
理
者
が
、
立

会
人
の
意
見
を
聞
い
て
代
筆
す
る

人
と
立
ち
会
う
人
を
選
任
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

開
票
は
当
日

　
開
票
は
、
７
月
１
日（
日
）午
後

９
時
か
ら
運
動
公
園
総
合
体
育
館

で
行
い
ま
す
。
開
票
速
報
は
、
会

場
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、
市

選
挙
公
報
を

　
読
み
ま
し
ょ
う

　
候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な

ど
を
記
載
し
た「
選
挙
公
報
」

を
、
６
月
29
日（
金
）ま
で
に

新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま

す
。
よ
く
読
ん
で
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
、
大
町
市
に
住
所

が
あ
っ
て
も
仕
事
な
ど
で
市

外
に
お
住
ま
い
の
人
に
は
郵

送
し
ま
す
。
市
選
管
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
市
役
所
本
庁

舎
、
市
八
坂
支
所
、
市
美
麻

支
所
、
各
公
民
館
な
ど
に
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

議会棟 本庁舎

正面玄関正面玄関

入口
西庁舎

※投票所は２階東中会議室です

期日前投票所位置図（市役所本庁）

駐車場

駐車場

仁科台中学校

情報センター

至西小学校

大
町
岳
陽
高
校

駐
車
場

東
庁
舎
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平成30年7月1日執行の
大町市長選挙の
投票区および投票所一覧表
　第１投票区投票所は、前回の俵町公民館から、サン・アルプス大町に
変更となっております。ご自身の投票所を確認の上、ご来場ください。

投票所名 投票区の区域
1 サン・アルプス大町 大町のうち 俵町、不二塚町、三日町、相生町、大黒町

２ 旧大町市勤労者福祉センター 大町のうち 九日町、六九町、堀六日町、十日町、幸町、宮田町、和町

3 大町市中央保健センター 大町のうち 上仲町、下仲町、名店街、八日町、神栄町、東町、山田町、
北山田町、白塩町、下白塩町、五日町

4 大町市役所 大町のうち 旭町、光明町、仁科町、日の出町、高見町、南原町、
東若宮町、西若宮町、桜田町、北原町、高根町

5 大新田町公民館 大町のうち 大新田町、若宮町、鹿島荘、昭電白馬荘、
昭電第２アパート、昭電第７アパ－ト、昭電第８アパート

6 中原町公民館 大町のうち 大原町、若原町、大原２号団地、栄町、中原町、東中原町

7 海の口公民館 平のうち 加蔵、青木、中綱、エビスマ原海頭、やなば、西海の口、
東海の口

8 大町市女性未来館ピュア 平のうち 稲尾、山崎、森、木崎、外堀、白樺、仁科郷、新郷、
塩ノ原、二ツ屋

大町のうち 居谷里

9 借馬公民館 平のうち 借馬、借馬団地、西原、伝刀組社宅

10 源汲生活改善センター 平のうち 鹿島、源汲、大町温泉郷、中花見

11 野口公民館 平のうち 野口、上原、日向山、秋葉林、れんげ荘、高瀬入、
エコノミスト村、高瀬分譲地

12 泉公民館 常盤のうち 泉

13 上一基幹センター 常盤のうち 上一、上一住宅、松原団地、近藤紡社宅･寮

14 下一公民館 常盤のうち 下一

15 清水公民館 常盤のうち 清水

16 須沼公民館 常盤のうち 須沼、常盤南住宅

17 西山公民館 常盤のうち 西山、西山住宅

18 宮本公民館 社のうち 宮本、曽根原、閏田

19 館ノ内公民館 社のうち 山下、館ノ内、社団地、松崎

20 大町市八坂支所 八坂のうち 相川、藤尾、大平、梨平、笹尾、矢下、明野、塩の貝、横瀬、
石原、菖蒲、満仲、菅の窪、小松尾、宮の尾、押の田、
切久保南、切久保北、曽山、一の瀬、大塚、小菅、長畑

21 野平生活改善センター 八坂のうち 池の平、二滝、野平南、野平中、野平北、地志原、舟場、
栃沢、上篭

22 大町市美麻支所 美麻のうち 大塩、二重、新行

23 ふれあいセンター 美麻のうち 青具、千見
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子どもと
向き合う時間を
確保するために

教育現場の現状
　市内小中学校の教職員の１カ月当たりの時間外勤務時
間の平均は、小学校で50時間、中学校で70時間を超え、
毎月100時間を超えている教職員もいます。
　過労死レベルといわれる時間外労働80時間に近いう
え、公立校の教職員は法律で残業代が支払われないと定
められており、全てがいわゆるサービス残業です。

■市内小・中学校の１カ月一人当たりの時間外勤務時間
（単位　時間:分）

調査年 小学校 中学校 全体
26年 57:13 77:49 65:49
27年 54:57 71:13 61:11
28年 42:05 71:41 53:30
29年 57:35 78:14 65:39

※４月・５月の１カ月当たりの平均値

長時間勤務による問題点

▽心身ともに疲れる、病気になる、倒れる
　⇒うつ病、過労死、自殺につながる恐れがある

▽忙しくて児童・生徒に丁寧に接することができない
　⇒児童・生徒のちょっとしたサインを見逃してしまう
　⇒児童・生徒との信頼関係が薄くなる

▽授業準備の時間が減る
　⇒充実した授業ができなくなり、児童・生徒の学力低
　　下を招く

▽仕事の能率が下がり、ミスが起きやすくなる
　⇒ミスを取り返すためさらに多忙になる

▽教職員という職種が不人気になってしまう

　⇒教職員が不足し、将来の教育環境が悪化してしまう

未来を担う子どもたちのために
「きらり輝く学校プロジェクト」を進めています！

　市教育委員会では、教職員が子どもと向き合う時間を確保し、
授業づくりや児童・生徒の指導に専念できる環境を整備するため、
４つの取り組みを中心に学校の業務改善を進めています。

　
全
国
で
は
、
過
労
死
や
長
時
間
労
働
の
問
題
を
受
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
職
種
で
働
き

方
改
革
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
現
場
に
お
い
て
も
、
近
年
、
求
め
ら
れ
る
役
割
が
増
加
、
多
様
化
し
、
教
職
員
の
時

間
的
・
精
神
的
負
担
の
増
加
へ
の
対
応
が
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進

行
中
で
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
庶
務
係　
℡
市
内
線
６
１
１

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を

進
め
て
い
ま
す

➡

進行中
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集金方法の変更
■給食費を市教育委員会が保護者

から集金する仕組みづくりを進めます。
■修学旅行費は旅行業者による集金へ移行します。
■学年費の集金方法を検討していきます。

みんなで支える部活動
　中学校の生徒数は、今後５年でおよそ25％減
少し、それに伴い教職員数も減り、専門的な指
導ができなくなるなど、部活動を維持すること
が困難になります。
■部活動の在り方を保護者の皆さんと検討します。
■社会人指導者の活用を進めます。
■学校の枠を超えた合同練習・合同チームの検討

や、地域のクラブチームと連携した活動を進め
ます。

学校閉庁日の設定と６月から
夜間・休日の留守番電話の導入
■学校閉庁日を設定します
　土・日曜日、祝日、年末年始の休業日
に加え、毎年決めた日（30年は８月13
日（月）～16日（木））を学校閉庁日として、
日直を置かず閉庁とします。
■６月から夜間・休日を留守番電話で応

対します。
　６月から、登校日の午後６時～翌朝午
前８時と休業日の終日は、各学校では留
守番電話による応対としました。児童・
生徒の安全などに関わる緊急の場合は、
市役所へご連絡ください。

留守番電話応対となる日時  

▽登校日　午後６時～翌朝午前８時

▽休業日　終日
緊急連絡先

　大町市役所
　℡・有線２２－０４２０

地域との連携「チーム学校」
■コミュニティスクールの推進で学校支援体制

を充実していきます。
　子どもたちを学校だけでなく、地域の皆さん
と育てる「コミュニティスクール」をさらに推進
し、教職員と子どもたちが信頼し合える、充実
した学校生活が送れるようサポートします。

学校支援
ボランティア

　少子化が進むと教職員数が減り、学校を運
営していくことが困難になります。地域の皆さ
ん、学校と一緒に子どもたちを見守り、育て
ていく「学校支援ボランティア」への登録をお
願いします。
■学校支援ボランティアの活動の例
　登下校の見守り、プール監視、行事の会場
設営、花壇や畑の管理、校庭などの除草、通
学路の除雪、読み聞かせ、米や野菜作りのお
手伝いなど
■申し込み　電話または直接、各学校の教頭へ。
■問い合わせ
　学校教育課庶務係　℡市内線６１１

※対応はケースによって変わります。　

保護者

教職員

❹連絡

❶連絡

❸連絡

❸連絡

市教育
委員会

教育委員会

❷連絡

❶

❷

❹

❸

募集

市役所
宿日直

緊急の場合
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現行（自動償還方式）

受給者 受給者

福祉医療 福祉医療医療機関 医療機関

８月から（現物給付方式）

　８月から、中学生までのお子さんが、県内の医療機関等の窓口で「被保険者証」とともに「福祉医療費
受給者証」を提示すると、一定の自己負担額の支払いで医療が受けられる「現物給付方式」になります。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線４２２・４２３

■変更点　これまでは、医療機関等の窓口で自己負担額を全額支払った後、福祉医療費を支給していま
したが、８月からは、医療機関等の窓口での自己負担額の上限が500円になります。

■注意事項

▽ 500円までの自己負担額は、月ごと、医療機関
ごとです。

▽ 同一医療機関でも、医科と歯科、入院と外来、
それぞれで500円までの自己負担額です。

▽薬局では、処方箋の発行元ごとに500円までの
自己負担額です。

■対象にならない場合

▽県外の医療機関等で受診した場合

▽医療機関等で「福祉医療費受給者証」を提示しな
かった場合

▽柔道整復術による治療の場合　⇒以上３項目は、
自己負担額の支払い後、申請により給付します。

▽コルセットを作った場合　⇒健康保険から療養
費の給付を受けた後、申請により給付します。

▽学校、部活動などでけがをして受診した場合　
⇒受給者証を見せて受診した場合は、速やかに
お問い合わせください。

■受給者証
　７月下旬に新しい受給者証を対象の世帯に送
付します。新しい受給者証には、左上に「現物」
と表記があります。

■適正受診にご協力を
　福祉医療は、「医療費が500円しかかからない」
のではなく、「500円を超えた分は、税金で負担
する」制度です。医療機関等への適正な受診にご
協力ください。

負担金500円を
控除して
残りを支給

医療費の
自己負担額を
支払う

上限500円までの
自己負担額を支払う

受給者が負担した
金額を知らせる 500円を超えた

金額を支払う

500円を超えた
金額を請求する

大町市大町市

８月から中学生までの福祉医療が
現物給付方式になります
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市
連
合
自
治
会
で
は
、
年
間
を
通
し
て
自
治
会
の
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
６
月
は
、

強
調
月
間
と
し
て
加
入
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
自
治
会
へ
の
加
入
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
自
治
会

長（
区
長
）ま
た
は
市
連
合
自
治
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
市
連
合
自
治
会
事
務
局（
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）　
℡
市
内
線
８
３
１

６
月
は「
自
治
会
加
入
促
進
強
調
月
間
」

自治会の活動

　
自
治
会
は
、
住
民
が
自
分
た
ち

の
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
お
互
い

に
協
力
し
合
い
、
安
心
・
安
全
な

地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
組

織
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
災
害
時

な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き
は
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
頼
り
に
な
り
ま
す
。

近
年
は
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
家

族
形
態
の
多
様
化
で
、
自
治
会
の

組
織
力
が
低
下
傾
向
に
あ
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
今
ま
で
当
た
り
前
に

あ
っ
た
地
域
の
つ
な
が
り
や
、
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
な
く
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
市
連
合
自
治
会
で
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
自
治
会
に
加
入
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
の
ぼ
り
旗
の

掲
出
や
自
治
会
情
報
誌「
お
ら
ほ

の
ま
ち
」、
加
入
促
進
パ
ッ
ク
で

加
入
促
進
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
治
会
活
動
の

在
り
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

情報のあるまちづくり
　自治会内の情報を回覧板でお知
らせしたり、市民生活に必要な行
政情報紙「広報おおまち」などを配
布しています。

災害に強いまちづくり
　災害時には隣近所の助け合いが
重要です。自主防災組織を結成し、
防災訓練などを行っています。

安全なまちづくり
　犯罪のない安全なまちづくりの
ため、防犯灯の設置・維持管理を
行っています。

きれいで快適なまちづくり
　春と秋の一斉清掃などで、道路
や公園の清掃活動をするほか、ご
み集積所の維持管理を行い、きれ
いで快適なまちづくりをしています。

触れ合いのあるまちづくり
　地域のさまざまな行事を通じて、住
民相互の触れ合いや子どもから高齢
者までの世代間交流を図っています。

安心して健やかに
暮らせるまちづくり
　子どもから高齢者まで地域で安
心して健やかに暮らせるように、地
域で見守り、支え合う地域福祉活動、
青少年健全育成活動を行っています。

 

や
さ
し
さ
を
ま
ち
づ
く
り
に
！

【広告】

自
治
会
広
報
紙
・
お
ら
ほ
の
ま
ち
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水
道
週
間
は
、
生
活
に
必
要
な

水
道
事
業
の
取
り
組
み
を
広
報
な

ど
で
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
一

斉
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
町
市
の
水
道
施
設

　
大
町
市
で
は
、
飲
み
水
に
使
っ

て
い
た
水
路
の
水
質
が
悪
化
し
た

た
め
、
大
正
13
年
に
き
れ
い
で
豊

富
な
湧
水
を
た
た
え
て
い
た
現
在

の
居
谷
里
水
源（
三
日
町
）を
水
道

用
水
の
水
源
に
選
び
、
市
街
地
の

各
所
に
共
同
の
蛇
口
を
設
け
た
こ

と
が
水
道
施
設
整
備
の
始
ま
り
で

す
。

　
現
在
、
水
道
水
の
水
源
は
、
居

谷
里
水
源
を
は
じ
め
26
カ
所
あ
り
、

安
全
で
安
心
な
水
を
供
給
で
き
る

よ
う
水
質
検
査
機
関
に
よ
る
水
質

検
査
の
ほ
か
、
市
内
各
水
系
で
、

塩
素
濃
度
・
色
・
濁
り
を
毎
日
検

査
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
給
水
装
置

　
配
水
管
か
ら
家
庭
に
水
を
引
き

込
む
た
め
に
は
、
給
水
管
、
止
水

栓
、
水
道
メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
な
ど

の
給
水
装
置
が
必
要
で
す
。
給
水

装
置
の
う
ち
水
道
メ
ー
タ
ー
は
水

道
事
業
者（
大
町
市
）の
所
有
物
で

す
が
、
そ
れ
以
外
は
、
各
家
庭
の

所
有
物
で
す
。
日
頃
か
ら
点
検
や

管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

漏
水
に
ご
注
意

　
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら

せ
」（
検
針
票
）に
前
年
同
期
の
水

道
使
用
量
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

前
年
同
期
と
比
べ
使
用
量
が
極
端

に
増
え
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ご
家
庭
で
漏
水
を
確
認
す
る
に

は
、
家
庭
内
の
蛇
口
を
全
部
閉

め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
量
を

示
す
数
字
の
下
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ

ト（
銀
色
の
羽
根
車
）の
動
き
を
見

ま
す
。
動
い
て
い
れ
ば
漏
水
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道

工
事
は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
以
外
で
は
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
経
営
係

℡
市
内
線
７
２
１
・
７
２
２

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

第
60
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
市
連
合
自
治
会
で
は
、
ご
み

が
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
で
清

潔
な
ま
ち
を
目
指
し
、
６
〜
９

月
を「
地
域
環
境
美
化
活
動
期

間
」と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
、
豊
か
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
を

ご
み
の
散
乱
か
ら
守
り
、
後
世
へ

と
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
期
間
中
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
環
境
美
化
を
考
え
る
機
会

と
し
て
い
た
だ
き
、
清
潔
で
明

る
い
地
域
に
す
る
た
め
、
積
極

的
な
参
加
や
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

自
治
会
の
取
り
組
み

▽
地
区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
点

検
・
整
備

▽
不
法
投
棄
物
の
片
付
け

▽
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど

▽
環
境
美
化
意
識
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
た
め
、
回
覧
板
や
チ

ラ
シ
の
配
布
、
集
会
時
の
活
動

▽
不
法
投
棄
防
止
な
ど
の
立
て

札
の
設
置

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

▽
ご
み
の
不
法
投
棄
は
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
中
の
自
治
会
が
取
り
組

む
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
不
法
投
棄
を
見
掛
け
た
人
は
、

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
連
合
自
治
会
事
務
局（
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
市
内
線
８
３
１

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１

「
水
道
水　
安
全
お
い
し
い　
金
メ
ダ
ル
」

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
は

ゴ
ミ
が
な
く
き
れ
い
で
す
か
？

６〜９月は「地域環境美化活動期間」
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農
薬
の
取
り
扱
い
が
増
え
る
６
～
８
月
は「
農
薬
危
害
防
止
運
動
期
間
」で
す
。
農
薬
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
習
得
と
適
正
な
使
用
を
心
掛
け
、
農
薬
に
よ
る
事
故
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係　
℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

近
隣
・
周
囲
の
環
境
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
近

隣
の
住
民
へ
の
配
慮
や
事
前
の
周

知
を
し
ま
し
ょ
う
。
周
辺
の
環
境
、

地
形
、
時
間
帯
、
天
候
、
風
向
き

な
ど
を
十
分
に
考
え
、
薬
剤
の
飛

散
や
流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
学
校
・
保
育
園
・
病
院
・

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
や
、
住
宅

地
と
近
接
す
る
農
地
な
ど
で
は
、

農
薬
の
飛
散
に
よ
る
健
康
被
害
が

生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
が

必
要
で
す
。

農
薬
の
飛
散
防
止
に
最
大

限
の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う

　
誘
引
・
塗
布
・
樹
幹
注
入
・
粒

剤
な
ど
、
飛
散
の
少
な
い
農
薬
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず

農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
害
虫

の
発
生
箇
所
の
み
に
散
布
す
る
な

日
頃
の
点
検
と
早
期
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ガ
の
一
種
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
は
、
県
内
で
は

通
常
６
月
上
旬
か
ら
７
月
上
旬
と
、

８
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
の
年
２

回
発
生
し
、
桜
や
果
樹
、
豆
類
、

野
菜
な
ど
を
食
害
し
ま
す
。
ふ
化

し
た
幼
虫
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、

集
団
で
食
害
し
、
周
囲
の
樹
木
ま

で
被
害
が
拡
大
す
る
た
め
、
樹
木

を
所
有
す
る
人
は
日
頃
の
点
検
と

早
期
の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

見
つ
け
た
ら

1　
ふ
化
し
て
間
も
な
い
幼
虫

　
は
、
ク
モ
の
糸
が
絡
ん
だ

よ
う
な
袋
状
の
巣
に
い
ま
す
。
巣

ご
と
枝
先
を
切
り
取
り
、
踏
み
つ

ぶ
す
な
ど
し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ

い
。（
こ
の
時
期
の
駆
除
が
一
番
効

果
的
で
す
）

2　
発
見
が
遅
れ
、
幼
虫
が

　
分
散
し
た
と
き
は
、
薬
剤

で
駆
除
し
ま
す
。
散
布
す
る
場
合

は
、
薬
剤
が
飛
散
し
な
い
よ
う
注

ど
、
最
小
限
の
散
布
に
と
ど
め
ま

し
ょ
う
。

　
無
風
ま
た
は
風
が
弱
い
と
き
に

行
い
、
作
業
中
の
風
向
き
に
注
意

す
る
ほ
か
、
飛
散
を
抑
制
す
る
ノ

ズ
ル
の
使
用
や
動
力
噴
霧
機
の
圧

力
を
上
げ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

意
が
必
要
で
す
。
使
用
す
る
薬
剤

は
樹
木
に
よ
り
異
な
り
、
使
用
基

準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
薬

販
売
店
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

3　

自
ら
駆
除
で
き
な
い
場

　
合
は
、
造
園
・
害
虫
処

理
業
者
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

薬
剤
散
布
用
動
力
噴
霧
機
の

無
料
貸
し
出
し

　
市
で
は
、
薬
剤
散
布
用
の
動
力

噴
霧
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
連
携
し
、
一
斉
に

散
布
す
る
と
効
果
的
で
す
。
自
治

会
な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　
農
林
水
産
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
、
農
業
振
興
係
へ
。

※
事
前
の
電
話
予
約
が
可
能
で
す
。

■
そ
の
他　
薬
剤
や
燃
料（
ガ
ソ

リ
ン
）、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運

搬
手
段
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

最
新
の
情
報
を
入
手
し
て

使
用
し
ま
し
ょ
う

　
新
た
な
残
留
基
準
値
に
基
づ
き
、

使
用
方
法
が
変
更
さ
れ
た
農
薬
が

あ
り
ま
す
。
従
来
か
ら
使
用
し
て

い
る
農
薬
で
も
、
必
ず
最
新
の
情

報
を
購
入
先
な
ど
で
確
認
し
て
か

ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

６
～
８
月

農薬による
事故防止のための
注意事項

▽農薬の調製または散布を行うときは、
農薬用マスク・保護メガネなどの防
護装備を着用しましょう。

▽使い慣れた農薬でも使用前に必ずラ
ベルを再確認しましょう。

▽農薬を他の容器（特に飲食品の容器）
に移し替えないようにしましょう。

▽毒物または劇薬に該当する農薬だけ
でなく、農薬は全て、安全な場所に
鍵を掛けて保管しましょう。

農
薬
危
害
防
止
運
動
期
間

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら

樹
木
を
守
り
ま
し
ょ
う
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大町市職員募集
　地方分権時代を迎え、市町村職員には、積極的に地
域固有の政策課題に取り組むことが求められています。
　大町市でも、時代の変化を常に認識し、新たな発想
と課題に挑戦する高い意欲と能力のある職員を求めて
います。協調性と創造性に富み元気な人、市民の皆さ
んと共に「ひとが輝く　信濃おおまち」をつくっていき
ませんか。
■問い合わせ　庶務課職員係　℡市内線５１３

共通事項
■受験手続き　受験案内・試験申込書は、庶務課職員係（市役所本庁舎２階）でお渡しします。郵便で請求する場
合は、92円切手を貼り、宛名を記入した返信用封筒（長３サイズ）を同封してください。市ホームページからも入
手できます。ただし、提出するときは普通紙Ａ４サイズを使用してください。詳しくは、受験案内をご覧ください。

▽郵送での請求先　〒398-8601　大町市大町3887　大町市役所総務部庶務課職員係

募集職種
上級

保育士
初級

保健師 学芸員
一般事務 土木技師 一般事務 土木技師

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

募集条件

昭和63月４年２日～
平成9年４月１日生まれ

昭和58年
４月２日～
平成11年
４月１日
生まれ

昭和63年４月２日～
平成13年４月１日生まれ

昭和63年
４月２日～
平成９年
４月１日
生まれ

昭和58年
４月２日～
平成13年
４月１日
生まれ

４年制大学
卒 業（ 見 込
み）程度の
学力を有す
る人

４年制大学
の土木課程
卒 業（ 見 込
み）程度の
学力を有す
る人

保育士の資
格を有する
か、資格取
得見込みの
人

高等学校卒
業（見込み）
程度の学力
を有する人

高等学校
土木科卒業

（見込み）程
度の学力を
有する人

保健師の資
格を有する
か、資格取
得見込みの
人

学芸員の資
格を有する
か、資格取
得見込みの
人で、考古
学、歴史学
などの文化
財に関わる
分野を履修
した人

　初級一般事務は、本人が平成30年４月２日以前から大町市に住民票があり住んでいるか、進学・
就職などで大町市を離れているが、帰省先（実家）が大町市である人。なお、それ以外の職種は住所
要件はありませんが、上級一般事務、上級土木技師、保育士および初級土木技師は、地域活動への
参加や災害などの非常時への迅速な対応のため、採用後は市内へ居住することを要件とします。

受付期間 ６月１日（金）～18日（月） ８月１日（水）～22日（水）

１次試験 ７月７日（土） ９月16日（日）

２次試験 １次試験合格者を対象に
８月下旬の予定

１次試験合格者を対象に
11月上旬の予定

※初級一般事務、初級土木技師は、短期大学または大学卒業（見込み）の人も受験できます。

平成31年４月採用
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「
児
童
手
当
現
況
届
」は
、
前
年

の
所
得
や
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

し
、
引
き
続
き
手
当
が
受
け
ら
れ

る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　
６
月
29
日（
金
）

■
受
付
窓
口

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

▽
市
八
坂
・
市
美
麻
支
所
民
生
係

■
夜
間
受
付　
６
月
29
日（
金
）午

後
７
時
ま
で
、
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係

■
届
出
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
手
当
現
況
届（
変
更
が
あ

る
場
合
は
修
正
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
印
鑑

▽
受
給
者（
保
護
者
）の
健
康
保
険

証
の
写
し（
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
不
要
で
す
）

▽
子
ど
も
が
市
外
に
別
居
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
市
町
村
の
子
ど

も
を
含
む
世
帯
全
員
の
住
民
票 

※
平
成
30
年
１
月
１
日
に
大
町
市

に
住
所
が
な
か
っ
た
受
給
者
は
、

所
得
を
確
認
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

30
年
度
児
童
手
当
の
支
給

■
支
給
日

▽
６
月
期　
６
月
８
日（
金
）

▽
10
月
期　
10
月
10
日（
水
）

▽
２
月
期　
31
年
２
月
８
日（
金
）

■
支
給
額（
金
額
は
月
額
）

▽
３
歳
未
満

（
一
律
）…
…
…
１
万
５
０
０
０
円

▽
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

（
第
１
・
２
子
）…
…
…
…
１
万
円

▽
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

（
第
３
子
以
降
）

…
…
…
…
…
…
１
万
５
０
０
０
円

▽
中
学
生（
一
律
）…
…
…
１
万
円

▽
所
得
制
限
超
過
世
帯
の
児
童

（
一
律
）…
…
…
…
…
５
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

℡
市
内
線
６
８
１
・
７
５
７

悪質な訪問販売に
ご注意を！
　消費生活センターに「断りきれず、大量の果物を買ってしまった」などの
相談が寄せられています。手口と対策をご紹介しますのでご注意ください。

手口

▽男性２人組、男女２人組などで自宅を訪れる

▽おいしいからと言って果物などを試食させるが価格をはっきりと言わない

▽購入を決めると、思っていた以上の高い価格、大量の商品を購入するよう
　勧める

▽購入を断ると「試食しておいて買わないのか」などと強引に購入を迫る

▽領収書などを渡してこないため、販売者の名前や連絡先が分からない

▽購入した果物などが傷んでいたり、味が悪いというケースが多い

■問い合わせ　大町市消費生活センター　℡２６－３２２５

対策

▽ドアを開けたり、試食す
ると断りにくくなるため、
必要がなければその前に
きっぱりと断る

▽販売者の名前や連絡先が
不明なことがほとんどな
ので、安易に契約しない

地域の情報を発信中！

週刊情報番組 「きらり☆ステーション」

市内の運動会 ・音楽会 ・スポーツ大会 ・講演会などを放送 「きらり☆おおまち特番」

大町市ケーブルテレビ
加入申し込みは　電話２１－３８０５まで

児
童
手
当

現
況
届
の
提
出
を
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　歴史ロマン！ 400年前にタイムスリップ!!
　立山黒部アルペンルートで現代版佐々成政武者行列を再現。富
山市と大町市がそれぞれ武者行列をつくり、室堂「雪の大谷」で合
流してイベントを開催します。大町市の武者行列は、合流イベン
ト後、黒部ダムや平・野口の西正院でイベントを行います。申し
込み不要です。当日会場に直接お越しください。
■日程（大町市武者行列）

▽12：00　室堂合同イベント（鏡開き、大姥尊引き渡し、 お酒の
振る舞いなど）

▽14：05　黒部ダムイベント（太鼓演奏、写真撮影など）

▽15：50　西正院大姥堂イベント（大姥様奉納、記念撮影など）

▽16：30　大町温泉郷到着式

　北アルプスの麓に静かに水をたたえる木崎湖。釣
りやマリンスポーツが盛んなほか、周辺には、温泉や
塩の道、森城址、木崎夏期大学の公堂などがあります。
　その木崎湖のシーズン幕開けとなる湖水開きを行
います。参加無料です。ご家族でお出掛けください。
■時間　午前８時30分～午後１時

▽受付　午前８時～８時30分
■会場　木崎湖周辺

▽受付　木崎湖キャンプ場
■対象・定員　小学生以上　先着80人
■内容　 ▽地引き網

▽湖畔をトレッキング（約４㎞）

▽湖上でモーターボートに乗船

▽木崎湖鍋の振る舞い（昼食）
■費用　中学生以上1,000円　小学生500円
■持ち物　昼食、飲み物、雨具、軍手

※サンダル履きは不可

■問い合わせ　大町市観光協会　℡２２－０１９０　ホームページ　　　　　　　　　　　

立山黒部アルペンルート
佐々成政武者行列

木崎湖湖水開き
地引き網と水上トレッキング

６月９日土

６月17日日　小雨決行

　  信濃大町なび 検索
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
家
族
で
楽
し
め
る
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
揃
え

た「
森
の
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。
休
憩
棟
レ
ス

ト
ラ
ン
と
大
草
原
の
家
に
は「
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」を
設
置
。
梅
雨

の
時
期
で
も
楽
し
め
る
室
内
遊
び
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

森
の
ク
ラ
フ
ト
ラ
リ
ー

　
森
の
妖
精「
モ
ー
リ
ー
」と
森
を

巡
り
、
ク
ラ
フ
ト
素
材
を
集
め
、

妖
精
を
作
ろ
う
！　
集
め
た
素
材

で
、
ど
ん
な
妖
精
が
で
き
る
か

な
!?

フ
ラ
ワ
ー
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り

　

花
を
樹
脂（
レ
ジ
ン
）で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作

り
ま
す
。

■
日
時　
６
月
２
日（
土
）・
３
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
、午
前
11
時
～
、

午
後
１
時
〜
、
午
後
２
時
～　
１

日
４
回

■
場
所　
レ
ン
タ
ル
棟

■
定
員　
各
回
先
着
５
人

■
料
金　
５
０
０
円

■
申
し
込
み　
事
前
に
必
要
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
教
室

　
生
花
を
乾
燥
さ
せ
、
ボ
ト
ル
の

中
に
密
封
保
存
す
る
こ
と
で
花
の

色
や
形
を
長
期
間
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
６
月
23
日（
土
）・
24
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
、午
後
１
時
～

１
日
２
回

■
場
所　
レ
ン
タ
ル
棟

■
定
員　
各
回
先
着
10
人

■
料
金　
１
０
０
０
円

■
申
し
込
み　
事
前
に
必
要
で
す
。

ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
バ
ー

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
で
飾
り

付
け
て
、
火
を
使
わ
な
く
て
も
香

る
キ
ャ
ン
ド
ル「
ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク

ス
バ
ー
」を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
６
月
30
日（
土
）・
７
月

１
日（
日
）　
午
前
10
時
～
、
午
前

11
時
～
、
午
後
１
時
〜
、
午
後
２

時
～　
１
日
４
回

■
場
所　
レ
ン
タ
ル
棟

■
定
員　
各
回
先
着
10
人

■
料
金　
３
０
０
円

【
共
通
事
項
】

▽
料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無

料
で
す
が
、
入
園
料
は
必
要
で
す
。

▽
申
し
込
み
が
必
要
な
も
の
は
、

事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電

話
で
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大
町
・

松
川
地
区
）へ
。
掲
載
の
な
い
も
の

は
、当
日
直
接
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前

の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp
//w

w
w

.azum
ino.go.jp/

■
日
時　
６
月
２
日（
土
）～
７
月

１
日（
日
）　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時（
最
終
受
付
は
午
後
２
時
）

■
受
付　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

■
組
み
立
て
場
所　
森
の
体
験
舎

ク
ラ
フ
ト
工
房

■
料
金　
１
０
０
円

あ
づ
み
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ル
シ
ェ

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
家

族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
展
示
販
売
。
２
日
限

り
の
わ
く
わ
く
ス
ト
リ
ー
ト
！

■
日
時　
６
月
９
日（
土
）・
10
日

（
日
）　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時■
場
所　
入
口
広
場

クラフトマルシェフラワーペンダント

アロマワックスバー

フラワーボトル

森のクラフトラリー
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
市
や
関
西
電
力
㈱
な
ど
で
つ
く
る
大
町
市
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
は
、
映
画「
黒
部
の
太
陽
」撮

影
セ
ッ
ト
レ
プ
リ
カ
の
公
開
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
を

４
月
26
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
黒
部
ダ
ム
新
展
望
広
場
特
設
会
場
に
設
置
さ
れ

た
撮
影
セ
ッ
ト
レ
プ
リ
カ
は
、
昨
年
８
月
に
閉
館

し
た
北
海
道
小
樽
市
の
石
原
裕
次
郎
記
念
館
か
ら

移
設
し
た
も
の
で
、
高
さ
３・４
ｍ
、
幅
４・５
ｍ
、

奥
行
き
９
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
セ
ッ
ト
や
砕
石
を
積
ん

だ
ト
ロ
ッ
コ
、
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
写
真
パ
ネ

ル
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
関
西
電
力
黒
四
管
理
事
務
所

の
村
田
直
樹
所
長
は

「
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

展
示
で
当
時
の
工
事

の
苦
難
を
知
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
」と
話

し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
ス
タ
ー
ト
を
祝
う

と
、
早
速
、
訪
れ
た

観
光
客
が
展
示
を
見

て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
展
示
は
常
設
で
入

場
無
料
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
積
雪
に
も
よ
り

ま
す
が
10
月
下
旬
ま

で
の
公
開
予
定
で
す
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
６

月
に
開
催
す
る「
第
36
回

全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ

ア
」を
１
年
後
に
控
え
た

４
月
28
日
、
市
は
Ｊ
Ｒ
信

濃
大
町
駅
前
広
場
な
ど
で

花
壇
作
り
な
ど
の
植
栽
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
市
民

や
観
光
客
な
ど
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
コ
ニ
ア
、

ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ

　
恒
例
の「
塩
の
道
祭
り
」が
５
月
３
日
か

ら
５
日
、
小
谷
村
か
ら
大
町
市
ま
で
の
行

程
で
行
わ
れ
、
３
日
間
で
約
４
５
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
５
日
は
大
町
市
が
会
場
と
な

り
、
仁
科
三
湖
の
湖
畔
を
歩
く
湖
畔
道
中

コ
ー
ス（
約
11
㎞
）と
、
仁
科
神
明
宮
な
ど

の
文
化
史
跡
を
巡
る
山
麓
道
中
コ
ー
ス

（
約
10
㎞
）に
、
県
内
外
か
ら
約
１
１
０
０

人
が
参
加
。
湖
畔
道
中
コ
ー
ス
で
は
、
旅

姿
に
扮
し
た
人
な
ど
が
、
新
緑
の
湖
畔
や

ム
の
４
種
類
約
２
５
０
０
株
を
、
花

壇
や
木
製
の
コ
ン
テ
ナ
へ
植
栽
し
ま

し
た
。

　
兵
庫
県
か
ら
観
光
で
訪
れ
、
偶
然

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
田
中
俊
輔
さ

ん（
71
）、
な
つ
子
さ
ん（
67
）夫
妻
は
、

「
大
町
に
は
素
晴
ら
し
い
景
色
を
満

喫
す
る
た
め
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら

度
々
訪
れ
て
い
る
。
来
年
の
フ
ェ
ア

も
ぜ
ひ
来
た
い
」と
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
市
担
当
者
は「
本
番
ま
で
１
年
を

切
り
、
会
場
と
な
る
各
地
域
で
は
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
大
町

市
も
市
全
体
で
盛
り
上
げ
て
成
功
さ

せ
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

菜
の
花
が
咲
く
中
を
歩
き
、

地
元
住
民
に
よ
る
振
る
舞

い
も
満
喫
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
龍り

ゅ
う
じ史

さ
ん（
神
奈

川
県
）は
、
家
族
な
ど
７

人
で
参
加
し「
今
回
で
２

回
目
の
参
加
。
少
し
涼
し

い
が
自
然
の
中
で
仁
科
三

湖
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を

見
な
が
ら
土
の
上
を
歩
く

の
が
気
持
ち
良
い
」と
話

し
、
一
緒
に
参
加
し
た
甥お

い

の
磯
村
海か

惺い

君（
４
）も
元

気
に
歩
き
ま
し
た
。

映
画「
黒
部
の
太
陽
」撮
影
セ
ッ
ト

レ
プ
リ
カ
を
黒
部
ダ
ム
に
展
示

全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア

大
町
駅
周
辺
で
開
幕
１
年
前
イ
ベ
ン
ト

新
緑
の
千
国
街
道
を
歩
く

第
39
回
塩
の
道
祭
り
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ときめきマイ・シティー

　
５
月
12
日
午
前
10
時
29
分
ご
ろ
、
長
野
県
北
部
を
震
源
と

す
る
地
震
が
発
生
し
、
市
内
で
は
、
美
麻
地
区
で
震
度
５
弱
、

八
坂
地
区
で
震
度
４
、
市
役
所
な
ど
で
震
度
３
を
観
測
し
ま

し
た
。
震
源
の
深
さ
は
約
10
㎞
、
地
震
の
規
模
を
示
す
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
は
５
・
１
で
し
た
。

　
市
は
、
午
前
10
時
52
分
に
市
役
所
内
に
地
震
災
害
警
戒
本

部
を
設
置
。
市
職
員
に
加
え
、
市
消
防
団
１
３
６
人
が
出
動

し
、
被
害
状
況
の
把
握
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
声
掛

け
な
ど
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
市
内
の
被
害
は
、
美
麻
・
千
見
で
、
家
屋
の
土
蔵
１
棟
の

壁
に
亀
裂
が
入
っ
た
ほ
か
、
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
や
介
護
施
設
、

公
共
施
設
で
棚
や
壁
か
ら
物
が
落
下
す
る
な
ど
あ
り
ま
し
た

が
、
人
的
被
害
、
道
路
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
破
損
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
消
防
団
の

平
出
誠
二
副
団

長
は「
け
が
や

人
命
に
関
わ
る

被
害
が
発
生
し

な
か
っ
た
の
で

ま
ず
は
安
心
し

た
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
日

ご
ろ
の
備
え
を

も
う
一
度
見
直

し
て
い
た
だ
け

れ
ば
」と
話
し

ま
し
た
。

　
春
の
訪
れ
を
喜
び
、
郷
土
へ
の
愛
着
を

育
て
よ
う
と「
第
17
回
北
ア
ル
プ
ス
雪
形

ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
開
催

さ
れ
、
５
月
19
日
に
は
文
化
会
館
で
雪
形

ス
テ
ー
ジ
を
開
き
、
約
３
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
市
内
小
学
生
か
ら
雪
形
の

絵
画
・
詩
の
作
品
に
加
え
、
今
回
か
ら
短

歌
・
俳
句
の
募
集
を
し
、
全
８
１
９
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
内
を
中
心
に
活
動

す
る
個
人
や
団
体
の
合
唱
、
合
奏
、
朗
読

の
ほ
か
、
春
の
訪
れ
を
表
現
し

た「
早
春
賦
」や
県
歌「
信
濃
の

国
」を
会
場
全
員
で
合
唱
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
１
月
に
氷
河
と

認
定
さ
れ
た
鹿
島
槍
ヶ
岳
カ
ク

ネ
里
氷
河
に
ち
な
み
、
創
作
民

話「
鹿
島
槍
伝
説
・
カ
ク
ネ
里

秘
話
と
鶴
の
物
語
」が
披
露
さ

れ
、
民
話
と
雪
形
や
氷
河
を
結

び
付
け
た
壮
大
な
語
り
に
、
観

客
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

八
坂
地
域
づ
く
り
協
議
会

（
竹
村
信
吉
会
長
）は「
バ
ン

ブ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
お
別
れ
会
」を

５
月
19
日
に
八
坂
公
民
館
で

開
催
し
、
地
域
住
民
な
ど
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
バ
ン
ブ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
は
、
昨

年
の
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭

に
ロ
シ
ア
人
作
家
の
ニ
コ
ラ

イ
・
ポ
リ
ス
キ
ー
さ
ん
が
デ
ザ

イ
ン
し
、
協
議
会
が
中
心
と
な

り
地
域
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

延
べ
約
６
０
０
人
が
八
坂
地
区
の
竹
を
使
い

制
作
し
た
作
品
。
会
期
後
、
住
民
か
ら
の
要

望
で
残
さ
れ
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在

と
し
て
四
季
折
々
の
姿
を
見
せ
て
き
ま
し
た

が
、
４
月
の
突
風
で
支
柱
が
曲
が
り
13
基
中

９
基
を
撤
去
し
、
残
り
４
基
も
破
損
が
進
み

撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
制
作
時
の
様
子
を
担

当
し
た
人
の
話
や
写
真
で
振
り
返
っ
た
ほ
か
、

作
家
か
ら
感
謝
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
の
前
会
長
で
制
作
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
で
も
あ
っ
た
降
旗
剛
さ
ん
は「
撤
去
は
す

る
が
、
私
た
ち
が
誇
り
に
思
う
最
高
の
思
い

出
に
な
っ
た
」と
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

市
内
で
震
度
５
弱
の
地
震

家
屋
の
壁
に
亀
裂　
人
的
被
害
は
な
し

合
唱
・
合
奏
・
創
作
民
話
な
ど
で
雪
形
に
親
し
む

第
17
回
北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り

地
域
住
民
が
国
際
芸
術
祭
作
品

「
バ
ン
ブ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」と
の
お
別
れ
会
を
開
催
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生涯学習
大町公民館

平公民館・女性未来館ピュア

初めての陶芸講座
　世界に一つしかない自分だけの
器を作ってみませんか。初めての
人も大歓迎です。粘土に触れて楽
しいひとときを過ごしましょう。

■期日・内容　全６回

▽６月17日（日）・24日（日）　カップを作る

▽７月 ８日（日）・29日（日）　器を作る

▽８月19日（日）・26日（日）　自由作陶
■時間　午後１時30分～３時30分
■会場　相陶窯（八日町・塩の道ちょうじやから東へ

約100ｍ）
■対象　市内にお住まいで全日程に参加できる人　先

着10人
■費用　6,000円（材料費）
■講師　相澤正樹さん（陶芸家、日展会友）
■持ち物　エプロン、タオル、筆記用具　汚れても良

い服装でご参加ください
■申し込み　６月５日（火）～14日（木）に、電話また

は直接、大町公民館へ。

サークル体験「押し花」
　平公民館・女性未来
館ピュアでは、サークル
の協力で押し花を使っ
た制作体験をします。
　今回は、講師が押し
花にした材料を使い、
ボールペンやうちわを装飾します。

■日時　６月27日（水）　午前10時～正午
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人
■講師　川本梅子さん（押し花講師）
■協力サークル　押し花サークル
■費用　1,000円（材料費）
■申し込み　６月７日（木）～13日（水）に、電話ま

たは直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。
■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線２２－０６９４

初心者のための
デジタル一眼レフカメラ講座
　デジタル一眼レフカ
メラを買ったのに、使
いこなせずにいません
か。操作方法や写真撮
影の基本を学び、郷土
の素晴らしい風景写真
を一緒に撮りましょう。参加無料です。

■日時　全５回

▽座学　６月22日・29日、７月６日・20日　金
曜日　午後７時30分～９時

▽実技演習　７月15日（日）　午前９時30分～11
時30分

■会場　大町公民館　第一会議室
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着８人
■講師　筑地広彰さん（西友プリントショップつ

き写真店長）
■持ち物　デジタル一眼レフカメラ(ミラーレス

カメラなどレンズ交換できるカメラ可)、
筆記用具

■申し込み　６月５日（火）～15日（金）に、電話
または直接、大町公民館へ。

北アルプス囲碁・将棋大会　夏季大会
　恒例の「北アルプス囲碁・将棋大会（夏季大会）」
を開催します。この機会に、実力を試してみませ
んか。参加無料です。皆さんのご参加をお待ちし
ています。

■日時　７月１日（日）　午前９時30分～

▽受付　午前９時～９時30分
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■対象　中信地区にお住まいか勤務している人
■種目

▽囲碁　Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）

▽将棋　Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）
■申し込み　当日会場で受け付けしてください。
■その他　昼食の申し込みを当日受け付けます。

（昼食代500円）

■問い合わせ　大町公民館・文化会館
　℡・有線２２－９９８８
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常盤公民館

ギャラリー・いーずら 社公民館

■会場・問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

サークル体験「笑いヨガ」
　常盤公民館では、サークルの協力で笑いヨガの体
験を行います。
　笑いヨガで心も体もすっきり、リフレッシュ！　
あなたも一緒に楽しみませんか。

■日時　６月13日（水）　午前10時～11時
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人
■講師　太田初美さん、中山千恵さん（笑いヨガ認

定リーダー）
■協力サークル　にこにこラフターヨガクラブ
■持ち物　タオル、飲み物　運動のできる服装でご

参加ください。
■申し込み　前日までに、電話または直接、常盤公

民館へ。

サークル体験「太極拳」
　常盤公民館では、サークルの協力で太極拳の体験
を行います。
　太極拳のゆったりとした動きと呼吸は、新陳代謝
の改善やストレス解消などの効果が期待できるとい
われています。この機会にご参加ください。

■日時　６月19日・26日　火曜日　午後１時～３時
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人
■協力サークル　太極拳常盤教室
■持ち物　上履き用運動靴、ヨガマット（なければ

大きめのバスタオル）　運動のできる服装
でご参加ください。

■申し込み　６月15日（金）までに、電話または直
接、常盤公民館へ。

ぴんぼけ倶楽部写真展
　ぴんぼけ倶楽部は、大町を中心にした四季の一瞬
の輝きを撮影する写真愛好家の団体です。今回は、
風景写真27点を展示します。入場無料です。

■日時　６月13日（水）～18日（月）　午前10時～午
後６時（最終日は午後５時まで）

西山保写真展
～トンボと里の四季～
　中綱湖周辺などで撮影したトン
ボの写真と里の四季の写真約50点
を展示します。入場無料です。

■日時　６月20日（水）～27日（水）
午前10時～午後６時

（最終日は午後５時まで）

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室
（いーずら大町特産館２階）

■問い合わせ
　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市内線６２２

家庭でできるカフェ風ランチ講座

　好評の講座第３弾！　誰でも簡単に作れる、地元
野菜とハーブを使ったカフェランチを家庭でも作っ
てみませんか。

■日時　６月14日・21日・28日　木曜日　全３回
午前10時～午後１時

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人
■講師　山本みゆきさん（「カフェ猫の耳」オーナー

シェフ）
■費用　1,000円／回（材料費）
■持ち物　エプロン、三角巾
■申し込み　６月７日（木）～13日（水）に、電話ま

たは直接、社公民館へ。
■その他　託児あります。事前にお申し込みください。
■会場・問い合わせ　社公民館　℡・有線２２－０３７８
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生涯学習
総合体育館 児童センター

Slackline（スラックライン）教室（前期）

　昨年県内でワールドカップが開催され、今話題の
スラックライン。競技だけでなく、体幹トレーニン
グや体力向上の効果などでも注目されています。年
齢に関係なくできますのでお気軽にご参加ください。

■期日・内容・会場　全２回

▽６月30日（土）　男のからだ改善
総合体育館西側・こども広場

▽７月16日（月）　ウオータースラックライン
Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）付近

※雨天時は総合体育館大アリーナ
■時間　午前９時30分～11時30分　 ▽受付　午前９時
■対象・定員　市内にお住まいの小学生以上の人（６

月30日は男性のみ）　先着20人
■費用　500円／回（保険料ほか）
■持ち物　底が平らな靴（雨天時は上履き用運動靴）、

タオル、飲み物　運動のできる服装でご参
加ください（７月16日はぬれても良い服装）。

■申し込み　６月27日（水）までに、費用を添えて
直接、総合体育館へ。

松本山雅ＦＣトレーニングマッチ
　大町市はホームタウンとして、松本山雅ＦＣを応
援しています。市内でトレーニングマッチを開催し
ます。プロのプレーをぜひご覧ください。

■日時　６月17日（日）　時間未定
■会場　運動公園サッカー場
■内容

▽対戦「松本山雅ＦＣ」対「カターレ富山」（Ｊ３）

▽小・中学生サイン会（予定）
■その他　時間など詳しくは、決定次第、松本山雅

ＦＣのホームページに掲載されます。

２歳児の運動遊び
　子どもは、２歳くらいまでが最も成長する時期で
す。体の発達に合わせた運動を保護者と一緒に楽し
みましょう。参加無料です。

■日時　６月19日（火）、７月10日（火）、８月28日（火）、
９月５日（水）　全４回　午前10時～11時

■対象・定員　市内にお住まいの２歳児と保護者　
先着20組

■持ち物　タオル、飲み物　運動のできる服装でご
参加ください。

■申し込み　６月15日（金）までに、電話または直
接、児童センターへ。

■会場・問い合わせ
　児童センター　℡・有線２２－０７４１

親子陶芸教室
　「陶芸の家」では、親子
陶芸教室を開催します。
日頃、体験しない「陶芸」
を通して、創作意欲を膨
らませ、親子の触れ合い
を深めましょう。「陶芸の
家」の会員が指導します。
初めての人もお気軽にご
参加ください。

■日程

▽開講式・造形作業　７月７日（土）・８日（日）のい
ずれか１日　午前９時～11時

▽ 作品完成・鑑賞会・閉講式　８月11日（土）　午
前10時～11時

■会場　陶芸の家（東町・中央保健センター南隣）
■対象・定員　市内にお住まいの小・中学生と保護

者で、開講日と閉講日の両日に出席できる
人（中学生は本人のみでも参加できます）　
各日先着10組

■費用　500円／人（材料費、保険料）
■申し込み　６月29日（金）までに、電話または直

接、福祉課高齢者・介護保険係へ。
■問い合わせ
　福祉課高齢者・介護保険係　℡市内線４１５■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５
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山岳博物館

シンポジウム＆ディスカッション
カクネ里氷河の魅力と
岳のまち大町の未来

　今年１月、今なお流れ続ける現存「氷河」として学会
に認められた「カクネ里氷河」。調査した鹿島槍ヶ岳カ
クネ里雪渓（氷河）学術調査団の団員が一堂に会する最
後のシンポジウムと、カクネ里氷河と大町の未来を語
る初めてのディスカッションを開催します。申し込み
不要、参加無料です。

■日時　６月９日（土）　午後１時30分～４時30分
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■内容

【第１部】　学術編「カクネ里氷河の魅力」
①北アルプス立山～後立山連峰氷河群の特性
②カクネ里氷河の実像
③カクネ里氷河をとりまく気象環境
④カクネ里周辺の地形・地質の特性
⑤困難の連続－氷河確認までのみちのり
⑥総合討論「北アルプス氷河群中におけるカクネ里氷

河の学術的価値」

▽パネラー
　飯田肇さん（立山カルデラ砂防博物館）ほか

▽コーディネーター
　小坂共栄さん（元調査団団長、信州大学特任教授）

【第２部】　ディスカッション編「カクネ里氷河と岳の
まち大町の未来」

▽パネラー
　田中章雄さん（㈱ブランド総合研究所代表取締役社長）、
　牛越徹さん（市長）

▽コーディネーター
　黒川惠理子さん（（一社）縁家理事長）
■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線２２－０２１１

長野県環境保全研究所「自然ふれあい講座」
自然史王国信州を歩く
～日本の氷河カクネ里編～
　山岳博物館では、長野県環境保全研究所と共催
で、カクネ里を実際に観察する講座を開催します。
遠見尾根からカクネ里を望みながら、北アルプス
北部の特異な自然環境と現存する氷河の意味を探
ります。
　講師は、学術調査団の地学と気象部門を務めた
同所研究員のおふたりです。

■期日　６月23日（土）　
■行程
白馬五竜スキー場チケット売り場前集合9：30→

（ゴンドラ・リフト）→地蔵の頭→（徒歩）→遠見尾
根小遠見山（昼食）→白馬五竜スキー場チケット売
り場前解散15：00
※標高差約370ｍ、往復3.5㎞の山道を歩きます。
■対象・定員　小学生以上で行程を歩ける人　先

着20人
■費用　大人2,200円、小学生1,100円（ゴンド

ラ・リフト代）
■持ち物　山歩きができる服装・靴、帽子、雨具、

昼食、筆記用具
■申し込み　事前に、電話、ファックスまたはE

メールで、長野県環境保全研究所へ。申
し込みには、住所・氏名・電話番号が必
要です。

■その他　天候により、屋内での解説に代わる場
合があります。

■問い合わせ　長野県環境保全研究所飯綱庁舎
　℡０２６－２３９－１０３１
　FAX０２６－２３９－２９２９
　Eメールkanken-shizen＠pref.nagano.lg.jp

写真提供：鹿島槍ヶ岳カクネ里雪渓（氷河）学術調査団

小遠見山から見たカクネ里
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生涯学習情報ステーション
大町図書館

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線２１－１６１６

郷土史家・荒井今朝一氏が語る
「おおまち歴史講座」

　毎回好評の「おおまち歴史講座」を今年も開催。
毎回テーマに沿った大町の歴史を“優しく”“楽し
く”“分かりやすく”お話しします。参加無料です。

■期日・内容　全６回

▽ ７ 月13日（金）　写真で見る大町の歴史①

▽ ８ 月10日（金）　写真で見る大町の歴史②

▽ ９ 月14日（金）　信濃大町水物語

▽10月12日（金）　大町の地名と集落の成立

▽11月16日（金）　仁科氏はどこから来て、ど
こへ行った

▽12月14日（金）　佐々成政の厳冬期北アルプ
ス越え

■時間　午後５時30分～７時
■会場　大町図書館　２階　視聴覚室
■対象・定員　どなたでも　先着40人
■講師　荒井今朝一さん（教育長、郷土史家）
■申し込み　６月30日（土）までに、電話また

は直接、大町図書館へ。

職員おすすめ本コーナー
特別企画展「新書誕生80年」
　「新書」とは何か？　文庫
本 （Ａ６判) よりやや大きい
小型本（173㎜×105㎜）の
通称です。文庫本の多くが
小説、つまり「フィクション」
を扱っているのに対し、新
書の多くは「ノンフィクショ
ン」を扱っており、学習本や教養本が中心です。
　1938年に岩波書店が創刊した「岩波新書」に
由来し、現在では多くの出版社が発行していま
す。
　皆さんもこの機会に、新書を読んでみません
か？　新書との出会いがあなたを新しい世界に
連れて行ってくれることでしょう！

■期間　６月13日（水）～７月31日（火）
■会場　大町図書館　１階　正面玄関ホール

『山寺廃寺跡出土品』（県宝）
古
こ

瀬
せ

戸
と

四
じ

耳
じ

壺
こ

　
　山寺廃寺跡は、社・閏田の北東山中にあり、社・
曽根原に現在ある盛

じょうれんじ
蓮寺の前身であったといわ

れる寺の跡です。
　この場所の西側山頂近くで、昭和34（1959）年
林道を造る際に地表下50㎝で古瀬戸四耳壺１点、
古瀬戸瓶

へい
子
し

２点、土
は

師
じ

器
き

小皿１点、青
せい

白
はく

磁
じ

水
すいちゅう

注
１点、写

しゃきょうせき
経石１点が発見されました。優れたもの

であることから平成11（1999）年に県宝指定され、
現在、大町市民俗資料館に展示しています。今
回は、このうち古瀬戸四耳壺を紹介します。
　古瀬戸は、鎌倉時代から室町時代前半に、愛
知県瀬戸市を中心として焼かれた陶器の総称で、
四耳壺は、壺

つぼ
の肩の部分に４個の粘土の小さな

耳をつけた壺のことです。
　古瀬戸四耳壺は、高さ27.4㎝、口径17㎝、肩
の部分の直径23.2㎝のほぼ完形品ですが、底の
部分が欠けています。製作は丁寧なろくろ作り
で、優美な曲線を描いています。釉

うわぐすり
は黄緑色の

灰
かい

釉
ゆう

で、一部に濃い大きな斑点部分が見られる
美しい釉となっています。年代は口の形や肩の張
り方などから見て、約800年前の鎌倉時代初期
と推定されます。
　なお、もともとは酒を入れる壺でしたが、この
壺の底の欠けた部分は土師器小皿でふさがれて
骨壺として再利用されたものです。また、この壺
の約20cm上には写経石があったということです。

■問い合わせ
　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

112大町市の文化財
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学
校

教
育
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

℡
市
内
線
６
１
２

〒
３
９
８

－

８
６
０
１

大
町
市
大
町
３
８
８
７

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

▽
中
原（
大
町
）＝
２
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

▽
大
新
田（
大
町
）＝
２
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

７
月
２
日（
月
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽

■
入
居
の
条
件　
勤
労
者
ま
た
は
勤
労

者
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
で
、

所
得
が
一
定
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う

人
。
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁

止
で
す
。

■
家
賃　
い
ず
れ
も
月
額
で
、
階
に
よ

り
異
な
り
ま
す

▽
１
階
・
２
階
＝
３
万
５
８
０
０
円

▽
３
階
＝
３
万
４
０
０
０
円

▽
４
階
＝
３
万
２
２
０
０
円

▽
５
階
＝
２
万
８
６
０
０
円

■
駐
車
場
代　
１
台
当
た
り
月
額
２
５

０
０
円

■
申
し
込
み　
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

直
接
、
建
築
住
宅
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

介
護
予
防
た
い
そ
う

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
参
加
者

　
市
で
は
、
た
い
そ
う

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
高
齢
者

の
体
の
特
徴
や
病
気
な
ど
健
康
づ
く
り

に
必
要
な
知
識
や
運
動
、
体
操
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
び
ま
す
。
受

講
者
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
内
容
で
す
。

　
受
講
後
は
、
地
域
で
軽
体
操
な
ど
を

行
う
介
護
予
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
り
、
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
６
月
28
日
、
７
月
12
日
・
26

日
、
８
月
９
日
・
30
日
、
９
月
13
日　

木
曜
日　
全
６
回　
午
後
１
時
30
分
～

３
時

■
会
場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
・
定
員　
市
内
に
お
住
ま
い
の

人
で
、
受
講
後
、
地
域
の
運
動
教
室
な

ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人　
先
着
20

人■
申
し
込
み　
６
月
１
日（
金
）～
15
日

（
金
）に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

な
し
浴
室

■
入
居
の
条
件　
市
内
に
お
住
ま
い
か

勤
め
て
い
る
人
で
、
同
居
す
る
親
族
が

あ
り
、
所
得
が
一
定
額
以
内
な
ど
の
基

準
に
合
う
人
。
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の

飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み　
６
月
15
日（
金
）ま
で
に
、

直
接
、
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者

■
住
宅
の
概
要

▽
団
地
名　
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
大
町

▽
所
在
地　
大
町
市
社
４
６
８
２

－

５

２
０（
山
下
）

▽
建
設
年
度　
平
成
10
年
度

▽
構
造　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階

建
て

▽
間
取
り　
３
Ｄ
Ｋ

▽
設
備
状
況　
水
洗
ト
イ
レ
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
、
給
湯
器（
浴
室
、
洗
面
所
用
）

※
台
所
瞬
間
湯
沸
か
し
器
・
居
室
照
明

器
具
は
入
居
者
が
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
し
。

▽
駐
車
場　
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
が

使
用
で
き
る
有
料
駐
車
場
あ
り
。
希
望

者
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
そ
の
他　

一
定
条
件
を
満
た
せ
ば

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
も
可
能
で
す
。

台所 居室

外観
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情報ステーション
nformationI

６
月
23
日
～
29
日

男
女
共
同
参
画
週
間

　
国
は
、毎
年
６
月
23
日
～
29
日
を「
男

女
共
同
参
画
週
間
」と
定
め
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
啓
発
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　

30
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
走
り
出
せ
、
性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を
超

え
て
、
今
」で
す
。

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
の
た
め
、
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会

に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、「
男
女
共
同

参
画
」し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
３
３

大
町
市
奨
学
金
制
度

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、高
等
学
校（
高

等
専
門
学
校
高
等
課
程
、
専
修
学
校
高

等
課
程
を
含
む
）や
、
大
学（
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
専
門
課
程
、
専
修
学
校

専
門
課
程
を
含
む
）に
修
学
す
る
人
に

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
償
還
が
免

除
と
な
る
給
付
型
奨
学
金
も
あ
り
ま
す
。

▽
大
学
生　
３
万
円
以
内

■
返
済
方
法

【
一
般
奨
学
金
】　
対
象
と
な
っ
た
期
間

の
倍
の
期
間
に
、
月
払
い
か
年
払
い
で

返
済

■
申
し
込
み　
６
月
29
日（
金
）ま
で
に
、

学
校
教
育
課
に
あ
る
奨
学
生
願
書
な
ど

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
学

校
教
育
課
庶
務
係
へ
。

■
そ
の
他　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
庶
務
係

℡
市
内
線
６
１
１

大
町
市
暴
力
追
放
・

交
通
安
全
推
進
市
民
大
会

　
市
で
は
、「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」を
実
現
す
る
た
め
、
暴
力
追
放
・
交

通
安
全
推
進
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
暴
力
追
放
と
交
通
安
全
の
講
演
会
、

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ

る
意
見
発
表
を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み

不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
７
月
７
日（
土
）　
午
前
10
時
～

正
午　
▽
受
付　
午
前
９
時
30
分
～

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町　
２

階　
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
５

■
条
件

【
一
般
奨
学
金（
貸
与
型
）】

　
高
校
ま
た
は
大
学
な
ど
に
在
籍
す
る

人
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
市
外

に
居
住
し
て
い
る
が
帰
省
先（
実
家
）が

大
町
市
で
あ
る
人

▽
成
績
が
平
均
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

▽（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
、
県
、
そ

の
他
の
団
体
か
ら
、
別
に
学
資
の
貸
与

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

【
特
別
奨
学
金（
給
付
型
）】

　
大
学
な
ど
に
在
籍
す
る
人
で
、
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
市
外

に
居
住
し
て
い
る
が
帰
省
先（
実
家
）が

大
町
市
で
あ
る
人

▽
成
績
が
特
に
優
秀
で
あ
る
こ
と

▽
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
特
に
困

難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▽（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
、
県
、
そ

の
他
の
団
体
か
ら
、
別
に
学
資
の
給
付

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▽
卒
業
後
６
カ
月
後
か
ら
貸
与
期
間
の

倍
の
期
間
、
市
内
に
居
住
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と

■
奨
学
金
の
額（
月
額
）

▽
高
校
生　
１
万
５
０
０
０
円
以
内

お知らせ

お知らせお知らせ
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お知らせお知らせ

お知らせ

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。申
し
込
み
不
要
、入
場
無
料
で
す
。

い
ず
れ
も
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

平
地
区

■
日
時　
６
月
14
日（
木
）　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

■
会
場　
第
一
中
学
校　
体
育
館

■
内
容

▽
生
徒
の
意
見
発
表

▽
講
演
会

【
演
題
】遠
い
空
の
下
の
故
郷
～
ハ
ン
セ

ン
療
養
所
に
生
き
て
～

【
講
師
】木
下
美
智
子
さ
ん（
語
り
）、
今

村
純
二
さ
ん（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
）

大
町
地
区

■
日
時　
７
月
５
日（
木
）　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

■
会
場　
西
小
学
校　
体
育
館

■
内
容

▽
児
童
の
意
見
発
表

▽
講
演
会

【
演
題
】ネ
ッ
ト　
こ
こ
が
心
配

【
講
師
】南
澤
信
之
さ
ん（
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所
専
務
理
事
）

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当　

℡
市
内
線
６
２
３

場
合
は
、（
公
財
）長
野
県
下
水
道
公
社

（
以
下：下
水
道
公
社
）が
認
定
す
る「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」の

資
格
が
必
要
で
す
。
下
水
道
公
社
で
は
、

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の「
更
新

講
習
」を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日
・
会
場

▽
９
月
４
日（
火
）　

若
里
市
民
文
化

ホ
ー
ル（
長
野
市
）

▽
９
月
21
日（
金
）　

キ
ッ
セ
イ
文
化

ホ
ー
ル（
松
本
市
）

■
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
受
付　
午
後
０
時
30
分
～

■
対
象　
平
成
25
年
度
試
験
合
格
者
お

よ
び
更
新
講
習
修
了
者
で
、
市
町
村
等

ま
た
は
下
水
道
公
社
に
責
任
技
術
者
の

登
録
が
あ
る
人

■
費
用　
８
５
０
０
円（
更
新
講
習
手

数
料
６
５
０
０
円
、
責
任
技
術
者
登
録

手
数
料
２
０
０
０
円
）

■
申
し
込
み　
６
月
６
日（
水
）～
７
月

９
日（
月
）に
、
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

ま
た
は
直
接
、
下
水
道
公
社
へ
。

※
市
で
の
受
け
付
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

申
請
書
類
は
、
各
市
町
村
の
下
水
道
担

当
部
署
ま
た
は
下
水
道
公
社
本
社
に
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽（
公
財
）長
野
県
下
水
道
公
社
本
社

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
２
３
７
３

▽
上
下
水
道
課
経
営
係

℡
市
内
線
７
２
２

大
町
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
・
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

　
市
消
防
団
で
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
発
表
と
消
防
ポ
ン
プ
操
法
お
よ
び
消

防
ラ
ッ
パ
吹
奏
技
術
の
向
上
発
展
、
消

防
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
目
的
に
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
良
い
機
会
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

見
学
や
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
６
月
17
日（
日
）　
午
前
８
時
～

午
後
３
時

■
会
場　
文
化
会
館　
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
６

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

　
長
野
県
内
で
排
水
設
備
工
事
を
行
う

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために、「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り　１回 20,000円
掲載できる広告の内容や、申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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　桜田スタジオ～きらり☆大町人～
　美麻・大塩「美麻
ベーカリー」の吉
本淳さん・臣子さ
ん夫妻。大町市に
移り住んだきっか
けや美麻での生活、
夫妻で営むパン屋
についてのお話をお聞きします。

 放送日  ……… 17日（日）・24日（日）　午後8：45

　健康ワン・ポイント～市中央保健センターから～
　生活習慣病の予防のひとつ「禁煙について」、中
央保健センター保健師の峯村可奈子さんからのお
話です。

 放送日  …… 14日（木）・28日（木）　午後8：45

－新着図書（一般向け）－　

世界中に愛される日本のおもてなし～彩りある
人生にする秘訣～［マナー］���� 安達和子／著
図解身近にあふれる「生き物」が３時間でわかる
本［動物］����������� 左巻健男／編著
悩みをアジに変える オヤジの着こなしルール

［男性ファッション］������� 本江浩二／著
信州四季暮らし［ライフスタイル］
�������������� 横山タカ子／著
女と男の名作シネマ［映画］���� 立花珠樹／著

－新着図書（子ども向け）－

水色の不思議［日本のお話］
�������� 斉藤洋／作　森田みちよ／絵
もぐらのモリスさんおうちにかえりたい！［外
国の絵本］���  ジャーヴィス／作　青山南／訳
ボス・ベイビーさがして！ みつけて！［あそび
絵本］��������  ドリームワークス／監修
ゲゲゲの鬼太郎 妖怪ファイル［妖怪］
�������������� 水木しげる／絵
こうじ菌［理科］
������� 北垣浩志／監修　早川純子/絵
夢活！ なりたい！ アニメの仕事 １ アニメー
ター［仕事・職業］���� メディアビュー／編集

代々木アニメーション学院／監修

－６月の推薦図書－

泣きかたをわすれていた
河出書房新社　落合恵子／著
　冬子、72歳。７年にわたる
認知症の母の介護、そして、愛
する人たちを見送った先に広が
る、大いなる解放とは…。著者
21年ぶりの長編小説です。

コクルおばあさんとねこ
徳間書店　フィリパ・ピアス
／作　アントニー・メイトラ
ンド／絵　前田三恵子／訳
　風船売りのコクルおばあさ
んが飼っている黒ネコが家出
しました。心配でやせてしまっ
たおばあさんは、風船に引っ
張られて空に舞い上がり…。
物語の名手フィリパ・ピアスのお話を、アント
ニー・メイトランドの絵を添えて復刊しました。

－６月の催し－

おはなしの森��� 2日（土）　午前10時30分
おりがみ教室�������16日（土）　午前11時
おいで  えほんのおへや���19日（火）　午前11時
無料託児サービス（要予約）��21日（木）　午前10時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

市議会（本会議）６月定例会
生放送　午前10:00

＊一般質問……………………………… 1日・４日
＊本会議………………………………………… 13日

再放送　午後1:00、午後8:00
＊一般質問……………………………… ５日〜 10日

きらり特番
毎日放送　午前9:00・午後1:00・午後8:00

＊社地区ソフトボール開幕試合…… 1日〜15日
＊まるごと信州情報ネット………… 1日〜31日
＊北アルプス雪形まつり「雪形ステージ」
　……………………………………… 8日〜24日
＊定例記者会見………………………20日・21日
＊北小学校　運動会…………………22日〜30日
＊みあさ保育園・美麻小中学校　運動会
　………………………………………22日〜30日
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム

ページをご覧ください。
■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

ケーブルテレビ６月の番組から図書館だより

有線放送６月の番組から

市議会の本会議・
一般質問を生中継
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室 編
集

●譲ります
▽ベビーサークル（約10年前購入、約２年使

用）���������������  無料

▽ベビーベッド（約５年前購入、約２年使用）
����������������� 応談

▽スタッドレスタイヤ（29年12月購入、４
カ月使用、ブリジストンブリザックVRX、
185/65R14、４本）

　������������ 5,000円／本
●譲ってください

▽木だる

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で
行ってください。市ホームページにも掲載
しています。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線４６３

市県民税……………………………… 第１期
国民健康保険税……………………… ６月分
保育料………………………………… ６月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……… ６月分
ケーブルテレビ利用料……………… ６月分
上下水道料…………………………… ６月分

納期限は７月２日（月）

総人口 27,841（＋ 38） 転入 141
男 13,550（＋ 16） 転出 79
女 14,291（＋ 22） 出生 12

世帯数 11,888（＋ 71） 死亡 36
※５月１日現在、（　）内は前月比
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結 婚
9日・23日

土曜日
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

結 婚
（ 要 予 約 ）

11日（月）
13：00〜15：00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（ 要 予 約 ）

12日（火）
13：00〜16：00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=石曽根清晃弁護士 （次回は7月10日　久保田明雄弁護士）

行 政

27日（水）
9：00〜12：00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎 2 階）

行政管理係
☎ 市 内線 511

27日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

27日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年 金 21日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

21日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

14日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 53328日（木）

9：00〜12：00
育 児

25日（月）
9：30〜11：00

中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

交 通 事 故
（ 要 予 約 ）

28日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理課
県民生活係
☎ 23-6502

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

11日・25日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

11日・25日
月曜日

13：00〜15：00
成年後見制度
（ 要 予 約 ）

28日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 21日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

法 律 19日・26日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館
予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー ６月の無料相談

６月の有料相談（要予約）

６月の納税など

人の動き



広報おおまち　2018.6 28

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

3日（日）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

10日（日）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

17日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

24日（日）
大町総合病院 高見町 ☎ 22-0415
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
3日（日） きらり歯科医院 松川村 ☎ 62-0005

10日（日） あづみ病院歯科口腔外科 池田町 ☎ 61-1168

17日（日） 師岡歯科 池田町 ☎ 62-9781

24日（日） にこにこデンタルクリニック 下　一 ☎ 23-5612

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 〜 17:30）
3日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

10日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

17日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

24日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30 〜 20:45
休 診 日 3日㈰・10日㈰・17日㈰・24日㈰ ☎ 26-6199
診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　古典落語の王道を脇目も振らず歩み続けて来た入船亭の総
師・扇遊の独演会。大町市出身の柳家圭花さんも出演します。
この機会をお見逃しなく。
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■出演　 ▽入船亭扇遊（落語）　 ▽柳家圭花（落語）
■チケット　全席自由　※未就学児は入場できません。△

一般2,000円（税込み）△

大町市芸術文化協会員1,500円（税込み）
■チケット発売日　
［文化会館］６月３日（日）

▽窓口販売　午前９時～　

▽電話予約　午後１時～（残席のある場合のみ）
■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

入船亭扇遊 独演会
７月14日土　開演19：00　開場18：30

入船亭扇遊

無料相談、有料相談は27ページに掲載しています

６月の休日医療情報

きらり★情報館


